
26の4

越
前
保
と
杉
崎
三
ヶ
村
付

泉

博

義

(→ 

中
世
の
祇
園
社
(
現
八
坂
神
社
)
が
越
前
圏

内
で
領
有
し
た
所
領
と
し
て
は
、
越
前
保
と
杉

崎
三
ヶ
村
と
称
さ
れ
る
二
つ
の
所
領
が
知
ら
れ

て
お
り
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
鎌
倉
末
期
か
ら
戦

国
期
に
か
け
て
の
史
料
が
、
今
に
若
干
な
が
ら

残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
そ
れ
ら
の
史
料
の
う

ち
の
い
く
つ
か
を
紹
介
し
な
が
ら
、
以
下
に
こ

の
両
所
領
の
中
世
の
状
況
に
つ
い
て
検
討
を
加

え
て
み
た
い
と
思
う
。

(斗
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越
前
保
は
、

ま
た
感
神
院
保
と
も
称
さ
れ
た
。

泉

越
前
保
と
杉
崎
三
ヶ
村

史
料
上
に
は
「
越
前
国
越
前
保
号
感
神
院
し
と

見
え
る
か
ら
、
二
つ
の
呼
称
は
混
用
さ
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。
当
保
が
「
保
し
を
称
す
る
か

ら
に
は
、
古
く
は
国
街
在
庁
の
支
配
下
の
い
わ

ゆ
d
る
国
街
領
で
あ
っ
た
こ
と
は
明
ら
か
で
、
そ

れ
が
あ
る
時
点
で
祇
園
社
の
所
領
に
寄
せ
ら
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
う
し
た
当
保
の
祇
園

杜
領
と
な
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
は
、
残
念
な
が

ら
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

越
前
保
の
故
地
比
定
に
つ
い
て
も
ま
た
同
様

に
、
全
く
不
明
の
事
柄
に
属
す
る
。
か
つ
て
越

前
保
は
国
街
領
で
あ
っ
た
の
だ
か
ら
、
そ
の
通

例
と
し
て
、
所
属
の
田
畠
等
は
府
中
近
傍
に
所

在
し
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
想
像
は
抱
く
も
の
の
、

(
2
)「

今
に
残
る
小
字
名
の
調
査
な
ど
か
ら
は
、
そ
れ

と
覚
し
き
地
名
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
そ
う
に

な
い
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
調
査
結
果
を
逆
に

考
え
る
な
ら
ば
、
そ
れ
は
当
保
を
構
成
し
た
田

畠
等
の
所
在
の
あ
り
方
を
示
唆
し
て
い
る
と
言

え
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
す
な
わ
ち
、
越
前

保
に
属
し
た
田
畠
等
は
、
二
疋
地
域
に
集
中
的

に
所
在
し
て
い
た
の
で
は
な
く
し
て
、
各
所
に

零
細
な
耕
地
片
と
し
て
散
在
し
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
所
領
を
構
成
す

る
田
昌
等
が
散
在
す
る
事
例
と
し
て
は
、
若
狭

(
3
)
 

国
惣
回
数
帳
に
見
え
る
多
く
の
国
街
領
を
参
考

に
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
例
え
ば
、
常
満
保

な
る
国
街
領
は
富
田
・
西
・
東
の
三
郷
に
亘
っ

て
散
在
し
て
お
勺
、
細
工
保
に
至
っ
て
は
実
に

五
郷
に
亘
っ
て
散
在
す
る
耕
地
片
の
集
積
か
ら

構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事

例
か
ら
類
推
す
れ
ば
、
越
前
保
も
ま
た
同
様
に
、

各
所
に
散
在
す
る
わ
ず
か
な
面
積
の
田
畠
等
を

集
積
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
編
成
さ
れ
た
所
領
だ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

そ
し
て
も
し
こ
の
推
測
が
妥
当
し
て
い
る
と
す

る
な
ら
ば
、
今
に
残
る
小
字
名
な
ど
に
か
つ
て

の
越
前
保
と
の
関
連
を
窺
わ
せ
る
地
名
が
見
出

せ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
む
し
ろ
当
然
の
こ
と

な
の
で
あ
る
。

祇
園
社
領
と
な
っ
て
以
後
の
越
前
保
に
関
し
、

そ
の
最
も
古
い
状
況
を
示
す
史
料
は
、
「
社
家
条

々
記
録
」
に
記
載
さ
れ
る
次
の
よ
う
な
史
料
で

ふ
め
ヲ
令
。
@
嘉
元
四
年
七
月
、

為
別
当
分
社
領
、

任越
別前
当国
寄越
附前
之(イ呆
間Z者

為雄

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



泉

越
前
保
と
杉
崎
三
ヶ
村

48 

九
月
九
日
御
節
供
料
所
、
晴
喜
可
門
弟
相

伝
之
由
、
被
下
院
官
一
石

⑮
嘉
元
四
年
七
月
八
日
、
越
前
国
越
前
保
、

宣
ぜ
去
年
三
月
十
日
任
別
当
仲
覚
法
印
寄

附
之
旨
、
為
九
月
九
日
御
節
供
料
斤
、
青

「

侶

伝

脱

力

)

{

工

響

町

三

割

宣
口
可
門
弟
岩
由
、
被
下
院
宣
畢
。
公
秀

奉
行
軒
糊
右
、
是
ヲ
以
同
十
日
、
別
当
大
塔

雲
雅
法
印
、
可
門
葉
相
伝
施
行
一
丸
山
に
。

「
社
家
条
々
記
録
」
と
い
う
の
は
、
祇
園
社

と
そ
の
所
領
に
関
す
る
由
来
等
を
ま
と
め
た
も

の
で
、
@
は
晴
喜
法
印
執
筆
と
さ
れ
、
⑧
は
こ

れ
を
晴
顕
法
眼
が
元
亨
三
年
(
一
三
二
三
)
に

編
集
し
な
お
し
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
二
点
の
記
録
は
と
も
に
同
じ
内
容
の
こ
と
を

述
べ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

に
よ
る
と
、
ま
ず
越
前
保
は
「
別
当
分
社
領
」

と
て
、
祇
園
社
の
政
所
別
当
に
相
伝
領
掌
さ
れ

る
所
領
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
、
そ
れ
が
嘉

元
三
年
(
二
ニ

O
五
)
三
月
十
日
に
至
っ
て
、

と
き
の
別
当
仲
覚
法
印
に
よ
り
「
九
月
九
日
御

節
供
料
所
」
に
寄
附
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と

が
判
る
。
つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
別
当
の
取
得
し

て
い
た
年
貢
米
等
が
、
九
月
九
日
御
節
供
の
祭

礼
経
費
に
充
当
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う

わ
け
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
寄
附
と
同
時
に
仲

覚
法
印
は
、
越
前
保
が
今
後
は
祇
園
社
執
行
た

る
晴
喜
法
印
な
ら
び
に
そ
の
門
弟
に
相
伝
領
掌

さ
れ
る
べ
し
と
定
め
た
の
で
あ
っ
た
。

(
6
)
 

仲
覚
法
印
と
は
、
『
尊
卑
分
脈
』
の
桓
武
平
氏

の
項
に
見
え
る
平
時
仲
の
子
「
仲
覚
」
の
こ
と

と
思
わ
れ
、
そ
の
傍
注
に
「
山
」
と
見
え
る
よ

う
に
、
山
門

1
延
暦
寺
の
僧
侶
で
あ
っ
た
。
そ

の
延
暦
寺
僧
た
る
仲
覚
が
、
ま
た
祇
園
社
の
政

所
別
当
を
も
兼
務
し
て
社
務
支
配
に
関
与
し
て

い
た
わ
け
で
あ
る
。
祇
園
社
に
お
け
る
職
制
は

次
の
第
一
図
に
示
す
通
り
で
あ
っ
て
、
最
上
位

の
検
校
は
天
台
座
主
が
兼
務
し
、
次
位
の
別
当

〔
第
一
図
一
祇
園
杜
の
職
制
〕

、王座ム口天

那

校

当

行

座

主

維

検

|

別

!

執

|

上

|

寺

|

都

も
延
暦
寺
僧
が
兼
務
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

か
ら
、
祇
園
社
内
の
実
際
上
の
責
任
者
は
第
三

位
の
執
行
が
務
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て

越
前
保
は
、
延
暦
寺
よ
り
別
当
に
任
ぜ
ら
れ
る

者
の
た
め
に
特
別
に
確
保
さ
れ
た
「
別
当
分
社

領
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
嘉
元
三
年

三
月
に
「
九
月
九
日
御
節
供
料
所
」
に
充
て
ら

れ
て
執
行
が
所
務
を
管
轄
す
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
だ
け
執
行
の
経
済
的
基

盤
が
拡
充
さ
れ
た
と
言
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

越
前
保
の
相
伝
領
掌
を
認
め
ら
れ
た
晴
喜
法

印
は
、
『
尊
卑
分
脈
』
の
紀
氏
の
項
に
そ
の
名
が

見
え
、
代
々
に
わ
た
っ
て
祇
園
社
執
行
を
務
め

る
家
柄
で
あ
っ
た
。
そ
の
系
譜
を
ま
と
め
る
と

〔
第
二
図
一
祇
園
社
社
僧
系
図
〕

日青
算

~ 
感 j青
晴増

一一一一LI
H青栄
喜 H青

{{「
晴晴教隆静
顕春 日青日青晴

日青
賀
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次
の
第
二
図
の
よ
う
に
な
る
。
『
八
坂
神
社
文

書
』
に
残
る
社
僧
系
図
を
見
て
み
る
と
、
晴
喜

に
は
「
権
長
吏
兼
祇
園
執
札
口
)
と
傍
注
さ
れ
て

い
る
の
で
、
紙
園
社
執
行
の
他
に
、
権
長
吏
(
圏

域
寺
や
棺
厳
院
に
こ
の
職
制
が
あ
っ
た
)
を
も

務
め
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
晴
喜
法
印
の

(
自
)

越
前
保
に
対
す
る
権
限
は
、
「
保
司
」
と
し
て
の

も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
に
対
応
す
る
義

務
と
し
て
は
、
九
月
九
日
御
節
供
の
た
め
に
、

神
供
十
三
膳
欄
一
賂
抑
制
、
内
陣
小
瓶
子
時

F

(
9
)
 

引っ「

す
な
わ
ち
、
赤
飯
十
三
膳
と
酒
の
は
い
っ
た
小

瓶
子
三
器
を
供
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の

で
あ
る
。

49 

こ
う
し
て
嘉
元
三
年
三
月
に
、
越
前
保
は
別

当
仲
覚
法
印
か
ら
九
月
九
日
御
節
供
料
所
と
し

て
寄
附
さ
れ
、
執
行
晴
喜
法
印
が
保
司
と
し
て

こ
れ
を
知
行
す
る
こ
と
と
な
り
、
そ
し
て
こ
の

措
置
を
受
け
て
翌
嘉
元
四
年
(
一
三

O
六
)
七

月
八
日
に
、
後
宇
多
上
皇
は
院
司
正
親
町
三
条

公
秀
を
し
て
、
か
か
る
決
定
を
追
認
す
る
院
宣

を
発
給
せ
し
め
、
さ
ら
に
そ
れ
を
同
月
十
日
に
、

別
当
大
塔
雲
雅
法
印
が
晴
喜
法
印
に
施
行
し
た

泉

越
前
保
と
杉
崎
三
ケ
村

の
で
あ
る
。

以
上
に
述
べ
た
経
緯
を
、
さ
ら
に
別
の
史
料

で
探
っ
て
み
る
と
、
例
え
ば
別
当
権
少
僧
都
法

眼
寄
進
状
に
は
次
の
よ
う
に
見
え
て
い
る
。

寄
進
社
領
山
階
回
事

(
月
カ
)

右
当
社
季
節
供
内
、
三
月
九
日
無
料
所
而

闘
如
之
処
、
雲
雅
法
印
社
務
之
時
、
為
九

月
九
日
御
節
供
料
足
、
奉
寄
進
越
前
保
云

々
。
然
者
三
月
詐
欺
。
難
為
狭
少
乃
貢
、

所
令
寄
進
山
階
田
也
。
早
執
行
教
晴
法
眼

相
伝
領
掌
備
進
、
毎
年
不
闘
御
神
供
、

可
専
天
長
地
久
御
祈
龍
之
状
、
如
件
。

正
和
五
年
五
円
庁
7
7
)

別
当
権
少
僧
都
法
眼
和
尚
位
糊

行
快
云
、
此
一
紙
古
写
也

こ
れ
に
よ
る
と
、
祇
園
社
の
季
節
供
の
う
ち

三
月
と
九
月
に
つ
い
て
は
、
料
足
が
欠
如
し
て

い
た
た
め
に
祭
礼
が
行
な
え
な
い
状
態
で
あ
っ

た
の
で
、
九
月
九
日
御
節
供
料
足
と
し
て
越
前

保
が
寄
進
さ
れ
た
、
そ
こ
で
残
る
三
月
御
節
供

料
と
し
て
別
当
権
少
僧
都
法
眼
が
山
階
田
を
寄

進
す
る
の
で
、
執
行
教
晴
法
眼
が
こ
れ
を
知
行

し
て
神
供
を
調
進
す
る
よ
う
に
、
と
見
え
て
い

る
。
こ
う
し
て
、
関
怠
し
て
い
た
祇
園
社
の
季

節
供
の
祭
礼
は
よ
う
や
く
復
活
さ
れ
た
の
で
あ

ヲ令。
以
上
の
ご
と
く
に
し
て
越
前
保
は
、
嘉
一
万
三

年
三
月
か
ら
執
行
晴
喜
法
印
が
保
司
と
し
て
知

行
す
る
と
こ
ろ
と
な
り
、
九
月
九
日
御
節
供
料

は
確
実
に
納
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
(
問
。
‘
し
か

る
に
康
永
三
年
(
一
三
四
四
)
六
月
に
な
っ
て
、

彼
は
越
前
保
な
ど
の
所
領
を
孫
弟
た
る
暗
賀
法

眼
に
譲
与
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

譲
与
山
城
国
東
蔵
庄
巳
下
事

右
、
当
社
領
山
城
国
東
蔵
庄
・
越
前
国
越

前
保
・
宝
塔
院
供
僧
職
以
下
賎
刑
問
、
為

畠
必
ヅ

t

口。

相
伝
之
所
帯
之
問
、
永
代
所
譲
与
孫
弟
暗

賀
法
眼
也
。
云
親
類
云
他
人
、
曽
不
可
申

子
細
者
也
。
伺
為
後
日
譲
状
如
件
。

康
永
三
年
六
月
七
日
(
喜
カ
)
(
ロ

長
吏
法
印
晴
専
判

右
の
譲
状
の
署
名
は
晴
専
と
あ
る
が
、
こ
れ

は
「
祇
園
社
記
」
雑
纂
の
編
集
の
際
に
生
じ
た

(
日
)

誤
写
と
思
わ
れ
、
川
島
敏
郎
氏
の
指
摘
の
ご
と

く
に
、
晴
喜
に
訂
正
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
晴
喜
法
印
の
「
相

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



泉

越
前
保
と
杉
崎
三
ヶ
村

50 

伝
之
所
帯
」
た
る
越
前
保
等
が
、
孫
弟
晴
賀
法

眼
に
譲
渡
さ
れ
て
い
る
の
が
知
ら
れ
る
の
で
あ

る
が
、
彼
ら
の
関
係
を
前
掲
第
二
図
の
杜
僧
系

図
で
確
か
め
て
み
る
と
、
祖
父
と
孫
の
関
係
に

あ
る
こ
と
が
判
る
か
ら
、
か
つ
て
こ
れ
ら
の
所

領
を
「
門
弟
相
伝
」
す
べ
し
と
定
め
ら
れ
て
い

た
こ
と
は
、
実
際
に
は
子
孫
相
伝
の
意
味
で
あ

っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
し

て
こ
の
譲
与
に
つ
い
て
は
、
翌
康
永
四
年
二

三
四
五
)
三
月
二
十
日
に
光
厳
上
皇
の
院
宣
に

よ
っ
て
安
堵
さ
れ
て
い
句

と
こ
ろ
が
、
こ
う
し
て
一
旦
処
分
を
決
定
し

た
晴
喜
法
印
で
あ
っ
た
が
、
彼
は
康
永
四
年
八

月
に
至
っ
て
、
同
内
容
の
譲
状
を
再
度
作
成
す

る
に
及
ん
で
い
る
。

譲

与

条

々

事

一
越
前
田
越
前
保
、
代
々
勅
裁
院
宣

副
渡
之
。

一
宝
塔
院
二
口
供
僧
職
供
料
、
為
杜
領
近

江
国
坂
田
保
供
料
・
..... 

・
(
中
略
)
・

右
所
々
、
為
孫
宮
内
卿
法
眼
晴
賀
分
、
所

譲
与
也
。
伯
為
後
日
譲
状
之
如
件
。

康
永
四
年
八
月
一
日

i

本

紙

ノ

マ

、

戸

日

)

長
吏
法
印
晴
専
判

(
喜
)

同
内
容
の
譲
状
を
な
ぜ
再
び
作
成
し
た
か
に

つ
い
て
は
必
ず
し
も
判
然
と
は
し
な
い
が
、
こ

の
両
者
を
比
較
し
て
み
る
と
、
前
者
に
は
「
委

細
目
録
在
別
」
と
あ
っ
て
簡
略
な
内
容
で
あ
る

の
に
対
し
、
後
者
に
は
か
か
る
付
属
目
録
が
な

い
か
わ
り
に
、
記
載
は
著
し
く
詳
細
に
及
ん
で

い
る
の
で
、
譲
与
す
べ
き
所
領
の
権
利
内
容
を

全
て
譲
状
の
文
面
に
記
載
し
て
し
ま
う
と
い
う

こ
と
が
、
こ
の
再
作
成
の
目
的
だ
っ
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

こ
う
し
て
康
永
三
年
か
ら
、
晴
賀
法
眼
の
越

前
保
に
対
す
る
保
司
と
し
て
の
所
務
が
始
ま
っ

た
わ
け
で
、
そ
の
義
務
た
る
九
月
九
日
御
節
供

料
の
調
進
も
滞
り
な
く
実
行
さ
れ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。
し
か
る
に
貞
和
五
年
二
三
四
九
)

九
月
二
十
六
日
に
至
っ
て
、
晴
賀
法
眼
は
こ
の

越
前
保
を
日
吉
「
一
宮
の
彼
岸
結
衆
に
譲
渡
し
て

し
ま
う
の
で
あ
る
。
し
か
も
晴
賀
は
、
越
前
保

を
彼
岸
結
衆
に
譲
渡
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
か

な
り
以
前
か
ら
予
定
し
て
い
た
も
の
の
ご
と
く

で
あ
っ
て
、
貞
和
三
年
(
一
三
四
七
)
七
月
二

日
の
顕
詮
助
法
眼
宛
て
の
晴
賀
譲
状
に
お
い
て
、

早
く
も
越
前
保
は
そ
の
名
が
見
え
な
く
な
っ
て

し
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
晴
賀
は
そ
れ
以
前
に
越

前
保
を
彼
岸
結
衆
に
譲
る
こ
と
を
決
心
し
て
い

た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

越
前
保
を
譲
渡
さ
れ
た
日
吉
二
宮
彼
岸
結
衆

と
い
う
の
は
、
日
吉
神
社
内
の
二
宮
で
執
行
さ

れ
る
彼
岸
会
の
祭
礼
に
結
集
す
る
供
僧
集
団
の

こ
と
と
思
わ
れ
、
彼
ら
結
衆
が
集
団
と
し
て
越

前
保
の
保
司
職
を
領
有
し
、
そ
れ
に
伴
な
う
得

分
を
取
得
す
る
と
共
に
、
祇
園
杜
の
九
月
九
日

御
節
供
料
に
つ
い
て
は
、
以
前
と
同
様
に
神
供

等
を
上
納
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
彼
岸
結
衆
は
、
越
前
保
の
在
地
知
行
に
つ

い
て
は
み
ず
か
ら
が
そ
の
任
に
当
た
る
こ
と
は

せ
ず
、
こ
の
所
務
を
観
応
元
年
(
一
三
五

O
)

に
十
方
院
叡
運
注
記
な
る
人
物
に
委
任
す
る
こ

と
と
し
た
の
で
あ
っ
た
。

叡
運
注
記
は
、
こ
の
越
前
保
請
負
に
あ
た
り
、

請
料
と
し
て
二
一

O
貫
文
を
ま
ず
納
入
凶
)
、
そ
の

年
紀
一

O(的
の
問
、
毎
年
一
二
貫
文
の
銭
を
上

納
す
(
砲
と
い
う
契
約
を
交
し
た
も
の
の
ご
と
く

で
あ
る
の
で
、
越
前
保
は
い
わ
ば
請
料
三

O
貫
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文
に
対
す
る
譲
渡
担
保
に
相
当
す
る
と
言
う
べ

く
、
ま
た
上
納
銭
一
二
貫
文
を
指
し
引
い
た
残

り
の
代
官
得
分
が
、
請
料
に
対
す
る
利
子
の
性

格
を
も
つ
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
年
紀

一
O
年
の
経
過
後
は
、
当
初
の
請
料
を
彼
岸
結

衆
が
叡
運
注
記
に
返
却
す
れ
ば
、
越
前
保
は
再

び
彼
岸
結
衆
の
領
有
に
復
す
る
と
い
う
、
い
わ

ゆ
る
本
銭
返
し
の
規
定
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い

た
よ
う
で
あ
る
。

こ
う
し
て
観
応
元
年
か
ら
、
十
方
院
叡
運
注

記
が
越
前
保
の
所
務
請
負
を
開
始
し
た
の
で
あ

る
が
、
し
か
し
彼
は
、
当
初
か
ら
契
約
通
り
の

銭
貨
を
上
納
す
る
意
志
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ

っ
て
、
翌
観
応
二
年
(
一
三
五
こ
に
は
、
早

く
も
彼
岸
結
衆
か
ら
下
地
押
領
と
指
弾
さ
れ
る

に
至
っ
て
い
る
。

日
吉
二
宮
彼
岸
結
衆
等
謹
言
上
、

欲
早
被
成
厳
重
御
教
書
於
守
護
方
、
且

被
責
返
去
年
々
貢
、
且
被
打
渡
下
地
、

全
知
行
、
越
前
田
越
前
保
号
感
神
院
、

十
方
院
叡
運
注
記
押
領
無
謂
子
細
事
。

副
進一
通
、
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泉

安
堵

院
宣
案
康
永
田
年
三
月
廿
日

越
前
保
と
杉
崎
三
ケ
村

一
通
、
晴
賀
法
眼
放
券
状
案
貞
和
五
年
九
月
彼
岸
結
衆
の
動
き
に
対
抗
す
べ
く
、
み
ず
か
ら

廿六日

此
外
証
文
等
依
事
繁
略
之
。
も
す
す
ん
で
幕
府
に
こ
の
間
題
を
提
訴
す
る
に

右
当
保
者
、
本
主
晴
賀
法
眼
相
副
調
度
証
及
ん
で
い
た
よ
う
で
あ
る
。

丈
等
、
令
放
券
彼
岸
結
衆
之
段
、
所
進
証
一
八
木
彦
三
郎
許
ヨ
リ
状
有
之
。
一
両
日

文
帰
罵
也
。
愛
十
方
院
叡
運
注
記
、
去
年
上
洛
、
十
方
院
訴
訟
御
教
書
可
下
之
由

所
務
以
来
、
令
押
領
之
条
、
無
謂
次
第
也
。
承
之
、
驚
入
云
々
。
則
遣
良
詮
対
面
。

所
詮
、
当
保
年
貢
為
厳
重
神
物
之
上
者
、
十
方
院
与
被
和
談
、
不
可
被
縮
之
由
、

不
日
被
責
返
之
、
至
子
下
地
者
、
急
速
可
十
方
院
使
申
之
。
可
驚
入
也
。
公
方
御

打
渡
結
衆
方
之
由
、
被
成
厳
重
御
教
書
於
教
書
事
。
依
作
沙
汰
、
難
有
其
沙
汰
、

守
護
方
、
為
全
知
行
、
言
上
如
件
。
始
終
不
可
有
子
細
欺
之
由
申
遣
之
処
、

観

応

二

年

四

月

面

)

和

談

事

無

跡

形

。

若

然

者

、

十

方

院

争

(
斜
線
を
以
て
抹
消
せ
り
)
可
及
公
方
訴
哉
-
所
詮
、
為
無
子
細
事

こ
れ
は
、
叡
運
注
記
の
違
乱
を
室
町
幕
府
政
者
、
可
所
務
云
一
位
)

5

〆

所
に
提
訴
し
た
彼
岸
結
衆
の
訴
状
の
草
案
に
当
右
の
記
事
は
、
越
前
保
の
「
預
所
一
一
、
た
る
八

た
る
史
料
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
見
え
る
よ
う
に
、
木
清
綱
が
観
応
元
年
十
月
に
上
洛
し
来
た
っ
た

叡
運
注
記
は
去
年

l
観
応
元
年
の
所
務
開
始
以
際
に
、
執
行
顕
詮
法
印
と
の
間
で
行
な
わ
れ
た

来
、
越
前
保
の
年
貢
米
等
を
一
向
に
上
納
し
ょ
や
り
と
り
を
書
き
ま
と
め
た
部
分
で
あ
っ
て
、

う
と
は
し
な
か
っ
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
っ
て
、
そ
の
内
容
に
は
理
解
の
や
や
混
乱
し
そ
う
な
と

そ
の
違
乱
排
除
の
た
め
に
彼
岸
結
衆
は
、
幕
府
こ
ろ
が
あ
る
が
、
簡
単
に
ま
と
め
る
と
次
の
よ

か
ら
越
前
国
守
護
細
川
頼
訴
)
に
対
し
て
厳
重
の
う
に
な
ろ
う
。
ま
ず
上
洛
し
た
八
木
清
綱
か
ら
、

御
教
書
を
発
給
し
て
ほ
し
い
と
言
上
し
て
い
る
十
方
院
の
訴
訟
に
対
し
て
幕
府
御
教
書
が
下
る

の

で

あ

る

。

で

あ

ろ

う

と

の

報

に

接

し

て

驚

い

て

い

る

、

と

し
か
る
に
一
方
の
叡
運
注
記
は
、
の
書
状
が
と
ど
い
た
。
こ
れ
に
対
し
顕
詮
法
印

こ
う
し
た
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は
使
を
派
遣
し
て
、
清
綱
が
十
方
院
と
和
談
し

て
在
地
知
行
か
ら
手
を
引
く
こ
と
に
し
た
と
の

注
進
を
受
け
て
驚
い
て
い
る
、
当
方
と
し
て
は

た
と
え
御
教
書
が
発
せ
ら
れ
よ
う
と
も
、
従
来

の
事
態
を
変
更
す
る
所
存
は
な
い
、
と
申
し
遣

わ
し
た
の
で
あ
る
。
す
る
と
こ
れ
に
対
し
て
清

綱
か
ら
は
、
和
談
は
事
実
無
根
の
こ
と
で
あ
っ

て
、
も
し
和
談
が
成
立
し
て
い
れ
ば
十
方
院
は

訴
訟
に
及
ぶ
必
要
は
あ
る
ま
い
、
い
ず
れ
に
し

て
も
問
題
を
こ
れ
以
上
悪
化
き
せ
な
い
た
め
に

は
、
現
実
の
所
務
こ
そ
が
重
要
で
あ
る
、
と
の

返
答
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
右
の
記
事
は
以
上

の
よ
う
に
解
さ
れ
よ
う
。
こ
こ
で
注
目
さ
れ
る

こ
と
は
、
越
前
保
の
所
務
に
関
し
て
叡
運
注
記

が
あ
ぐ
ま
で
強
気
に
行
動
し
、
ま
た
執
行
顕
詮

法
印
と
預
所
八
木
清
綱
と
の
関
係
を
険
悪
化
さ

せ
ん
も
の
と
、
さ
ま
ざ
ま
な
虚
偽
の
報
告
や
風

聞
を
流
し
て
い
る
点
で
あ
る
。
い
ま
ひ
と
つ
は
、

預
所
清
綱
が
「
為
無
子
細
事
者
、
可
所
務
」
と

述
べ
て
い
て
、
現
実
の
在
地
に
お
け
る
所
務
こ

そ
が
、
こ
う
し
た
相
論
の
解
決
に
最
も
有
効
な

手
段
と
認
識
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
つ
ま
り

越
前
保
の
領
有
者
た
る
祇
園
社
も
し
く
は
彼
岸

結
衆
に
と
っ
て
は
、
預
所

l
在
地
領
主
の
掌
握

こ
そ
が
、
所
領
支
配
の
安
定
化
の
第
一
の
条
件

で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で
あ
れ
ば
こ
そ
、

十
方
院
叡
運
注
記
は
執
行
顕
詮
と
預
所
清
綱
と

の
聞
を
孟
離
さ
せ
よ
う
と
画
策
し
て
い
る
の
で

あ
り
、
ま
た
執
行
の
方
と
し
て
は
、
「
当
方
代
民
)

た
る
預
所
清
綱
を
吸
引
し
続
け
る
た
め
に
、
法

勝
寺
上
人
や
三
宝
院
の
書
状
を
は
じ
め
、
清
綱

と
関
係
の
あ
る
ら
し
い
志
賀
満
・
高
橋
中
務
の

書
状
、
あ
る
い
は
幕
府
奉
行
人
雑
賀
掃
部
の
書

状
を
受
け
取
り
、
こ
れ
ら
を
預
所
清
綱
の
も
と

に
送
付
し
て
い
る
の
で
あ
(
向
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
執
行
顕
詮
法
印
や
彼
岸

結
衆
ら
は
、
越
前
保
に
対
す
る
十
方
院
叡
運
注

記
の
違
乱
を
排
除
す
べ
く
様
々
に
努
力
し
て
い

る
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
か
か
る
事
態
は
観
応

三
年
(
一
三
五
二
)
に
至
っ
て
も
一
向
に
解
決

が
つ
か
な
か
っ
た
よ
う
で
、
こ
こ
に
彼
岸
結
衆

は
再
ぴ
幕
府
政
所
に
対
し
て
訴
状
を
提
出
す
る

に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。

(
端
裏
書
)

「
口
状
口
越
前
保
事
、

観
応
三
八
三
、

円

U
賦
賀
積
了
」

日
吉
二
宮
彼
岸
結
衆
雑
掌
定
勝
謹
言
上
、

欲
早
被
成
厳
重
御
教
書
於
守
護
方
、
被

停
止
十
方
院
叡
運
注
記
濫
妨
、
被
打
渡

下
地
、
被
札
返
年
々
抑
留
物
、
越
前
国

越
前
保
号
感
神
院
間
事
。

副
進

院
宣
耕
別
当
宣
等
案
、

安
堵
掛
当
宣
弁
奉
行
官
人
奉
書
案

二
通
、
御
奉
書
井
守
護
施
行
案
、

右
当
保
者
、
彼
岸
結
衆
管
領
之
処
、
十
方

院
叡
運
注
記
、
自
去
々
年
明
ル
押
領
之
問
、

去
年
就
被
成
御
奉
書
之
問
、
守
護
被
施
行

畢
。
而
猶
濫
妨
之
条
、
希
代
珍
事
也
。
所

詮
、
被
成
厳
密
御
教
書
於
守
護
方
、
被
打

渡
下
地
、
為
被
札
返
年
々
抑
留
物
、
粗
言

上
如
件
。

(
お
)

観
応
三
年
七
月
日

(
斜
線
を
以
て
抹
消
せ
り
)

こ
う
し
て
越
前
保
を
め
ぐ
る
執
行
・
彼
岸
結

衆
と
十
方
院
叡
運
注
記
と
の
相
論
は
い
よ
い
よ

混
迷
の
状
態
と
な
っ
て
い
く
の
で
あ
る
が
、
当

然
の
こ
と
な
が
ら
、
こ
の
間
に
お
け
る
越
前
保

か
ら
の
九
月
九
日
御
節
供
料
の
調
進
は
、
と
う

て
い
叶
う
べ
く
も
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

三
通
、

そ
こ
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で
執
行
顕
詮
法
印
と
し
て
は
、
観
応
一
万
年
分
の

御
節
供
料
は
と
り
あ
え
ず
、
「
《
本
、
王
可
被
致
其

沙
汰
、
子
細
可
問
答
晴
賀
法
眠
」
と
て
、
も
と

の
保
司
職
所
有
者
た
る
晴
賀
法
眼
か
ら
こ
れ
を

調
進
さ
せ
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
翌
観
応
二
年

分
に
つ
い
て
は
、
「
十
方
院
叡
運
注
記
押
領
下

地
了
上
、
晴
賀
法
眼
逐
電
之
問
、
御
節
供
無
備

進
輩
。
侃
以
別
志
、
予
如
形
進
五
と
て
、
顕

詮
法
印
み
ず
か
ら
が
自
分
の
得
分
を
割
い
て
こ

れ
に
充
当
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

っ
h
~
。
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と
こ
ろ
で
、
こ
う
し
た
越
前
保
を
め
ぐ
る
相

論
が
続
い
て
い
る
な
か
で
、
観
応
元
年
十
月
に

執
行
顕
詮
法
印
は
現
地
の
預
所
八
木
清
綱
の
も

と
に
使
節
を
派
遣
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ

の
使
節
に
関
連
し
て
当
時
の
交
通
事
情
の
一
端

が
明
ら
か
に
な
る
の
で
、
こ
こ
に
簡
単
に
ま
と

め
て
お
き
た
い
と
思
う
。

派
遣
き
れ
た
使
節
は
幸
松
宮
仕
な
る
人
物
で

あ
る
が
、
彼
は
十
月
二
十
五
日
に
京
都
を
出
立

し
て
十
一
月
一
日
に
越
前
国
に
下
着
し
、
ま
た

翌
二
日
に
越
前
田
を
出
発
し
て
同
月
六
日
に
上

洛
し
て
い
る
か
ら
、
京
都

i
越
前
国
の
上
下
向

泉

越
前
保
と
杉
崎
三
ヶ
村

に
は
片
道
五
日
、
往
復
一

O
日
を
要
し
た
こ
と

が
知
ら
れ
る
。
ま
た
そ
の
道
中
の
旅
糠
に
つ
い(出
)

て
は
、
ま
ず
下
向
に
あ
た
っ
て
「
片
道
糠
料
二
連
」

だ
け
が
執
行
か
ら
給
与
さ
れ
、
「
上
洛
時
者
三
連

(
入
木
清
綱
)
(
詑
)

可
給
之
由
申
遣
彦
三
郎
許
了
レ
と
て
、
復
路

の
旅
一
線
は
預
所
八
木
清
綱
が
負
担
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
復
路
旅
根
三

連
と
は
、
「
旅
一
根
百
五
十
文
彦
三
郎
給
之
サ
)
と
見

え
て
、
一
五

O
文
に
相
当
す
る
こ
と
が
判
る
か

ら
、
一
連
と
は
五

O
文
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し

か
し
な
が
ら
実
際
に
は
一
五

O
文
の
復
路
旅
根

で
は
不
足
を
来
た
し
た
(
叫
う
で
、
「
百
五
十
丈
外

又
百
文
、
於
路
次
借
用
」
し
て
い
る
か
ら
、
上

下
向
の
た
め
に
は
計
三
五

O
文
の
旅
一
根
が
必
要

で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
以
上

に
よ
っ
て
、
こ
の
南
北
朝
期
に
お
け
る
京
都
・

越
前
国
聞
の
交
通
事
情
が
、
わ
ず
か
な
が
ら
明

ら
か
に
な
っ
た
。

き
て
、
そ
れ
で
は
肝
心
の
相
論
の
方
は
ど
う

な
っ
た
か
と
い
う
と
、
残
念
な
が
ら
史
料
が
残

さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
不
明
と
言
わ
ざ
る
を
え

な
い
。
し
か
し
十
方
院
叡
運
注
記
に
よ
る
越
前

保
の
所
務
は
、
も
と
も
と
一

O
年
を
限
っ
た
年

紀
契
約
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、
こ
れ
を
経

過
し
て
以
後
は
彼
は
も
は
や
当
保
に
関
与
す
る

根
拠
を
失
っ
て
し
ま
う
わ
け
で
あ
り
、
必
然
的

に
所
務
権
は
彼
岸
結
衆
の
手
に
戻
っ
た
と
考
え

る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
右
の
事
件
よ
り
二

O

年
た
っ
た
応
安
五
年
(
一
三
七
二
)
十
一
月
に

な
る
と
、越
前
保
年
貢
事
、
蓮
阿
状
有
之
。
昨
日
上

洛
、
絹
六
到
来
蓮
阿
状
有
之
。
九
貫
四
百

五
十
文
也
。
所
残
五
百
五
十
文
、
以
用
途

可
沙
汰
云
々
。

と
て
、
越
前
保
の
年
貢
と
し
て
蓮
阿
な
る
人
物

か
ら
絹
六
疋
が
上
納
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら

れ
る
か
ら
、
越
前
保
の
知
行
は
本
来
の
ご
と
く

に
一
応
安
定
化
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
な
お
こ
の
記
事
に
よ
る
と
、
所
務
代
官
蓮

阿
が
応
安
五
年
に
上
納
す
べ
き
年
貢
銭
は
計
一

O
貫
文
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ

は
前
述
の
十
方
院
叡
運
注
記
が
契
約
し
て
い
た

年
貢
銭
一
二
貫
文
よ
り
明
ら
か
に
減
少
し
て
い

て
(
実
際
に
は
叡
運
は
こ
れ
を
全
て
押
領
し
た

の
で
あ
る
が
)
、
次
第
に
代
官
よ
り
納
入
さ
れ
る

請
負
年
貢
の
量
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
が
看
取
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さ
れ
よ
う
。
こ
れ
は
代
官
得
分
が
増
加
し
た
た

め
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
く
、
む
し
ろ
預
所
な

ど
在
地
領
主
の
給
分
に
当
た
る
部
分
が
増
え
た

た
め
と
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
さ
ら
に
降
っ
た
応
永
三
年
(
一
三
九

六
)
に
な
る
と
、
越
前
保
に
関
し
て
は
次
の
よ

う
な
史
料
が
得
ら
れ
る
。

同造
外
宮
料
当
国
感
神
院
保
弁
杉
前
三
ヶ
村

役
夫
工
米
事
、
先
々
免
除
之
上
者
、
早
可

被
停
止
催
促
之
白
、
所
被
仰
下
也
。
案
文

如
此
。
可
令
存
知
其
旨
給
者
、
依
造
営

所
仰
、
執
達
如
件
。

応
永
三
年
十
一
月
五
日

権
祢
宜
判
奉

常
陸
権
介
判
奉

(
お
)

越
前
国
大
使
殿

こ
の
史
料
は
、
応
永
三
年
か
ら
実
施
に
移
さ

れ
た
伊
勢
神
宮
の
外
宮
造
営
の
た
め
の
役
夫
工

米
徴
収
に
あ
た
り
、
感
神
院
保

1
越
前
保
と
杉

前
ゴ
一
ヶ
村
か
ら
は
役
夫
工
米
を
催
促
し
な
い
よ

う
に
と
越
前
国
大
使
に
命
じ
た
伊
勢
神
宮
造
営

所
の
奉
行
人
の
奉
書
で
あ
っ
て
、
こ
れ
に
よ
り
、

役
夫
工
米
は
伊
勢
神
宮
か
ら
諸
国
へ
発
遣
さ
れ

た
大
使
が
直
接
に
現
地
へ
入
部
し
て
催
促
に
あ

た
っ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、

祇
園
社
は
か
か
る
事
態
に
対
し
て
、
「
先
々
免

除
」
を
申
し
出
て
そ
れ
が
認
め
ら
れ
て
い
る
の

で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
で
は
越
前
保
と
杉
崎

三
ヶ
村
は
こ
の
役
夫
工
米
を
全
く
納
入
し
な
か

っ
た
の
か
と
い
う
と
、
実
は
そ
う
で
は
な
さ
そ

う
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
役
夫
工
米
の

祇
園
社
領
に
対
す
る
賦
課
は
、
周
年
十
一
月
三

日
の
幕
府
政
所
の
内
談
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
た

国
分
注
対
)
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
で
あ
り
、
そ
れ
に
は
越
前
保
も

杉
崎
三
ヶ
村
も
と
も
に
そ
の
名
が
記
載
さ
れ
て

い
て
、
役
夫
工
米
は
確
か
に
賦
課
さ
れ
、
ま
た

納
入
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
右
の
造
営
所
奉
行
人
奉
書
に
よ
っ
て

「
免
除
」
さ
れ
た
の
は
い
っ
た
い
何
か
と
い
う

と
、
そ
れ
は
越
前
国
大
使
が
現
地
へ
入
部
し
て

役
夫
工
米
を
催
促
す
る
と
い
う
こ
と
、
つ
・
ま
り

国
催
促
が
免
除

l
停
止
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
と

考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
祇
園
社
は
、

割
り
当
て
ら
れ
た
役
夫
工
米
を
京
都
に
お
い
て

納
入
す
る
、
つ
ま
り
京
済
と
い
う
方
式
を
採
用

す
る
よ
う
申
請
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
う
で

あ
れ
ば
こ
そ
、
右
の
奉
書
に
は
「
可
被
停
止
催

促
」
と
記
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
右
の
役
夫

工
米
免
除
に
つ
い
て
は
、
以
上
の
よ
う
に
解
す

べ
き
と
思
わ
れ
る
。

以
上
に
掲
載
し
た
史
料
が
、
今
ま
で
に
得
ら

れ
た
越
前
保
関
係
の
史
料
の
全
て
で
あ
る
。
こ

れ
以
降
に
つ
い
て
は
、
越
前
保
の
名
は
所
領
目

録
に
お
い
で
す
ら
見
出
せ
な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
の
理
由
と
し
て
は
、
越
前
保
が
祇
園
社
領
か

ら
離
れ
た
と
い
う
可
能
性
も
あ
る
が
、
む
し
ろ

そ
れ
以
上
に
、
越
前
国
の
国
街
領
支
配
の
機
構

そ
の
も
の
が
解
体
し
て
し
ま
っ
て
、
当
保
の
ご

と
き
散
在
田
畠
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
所
領
に

お
い
て
は
、
そ
の
所
務
支
配
が
全
く
不
可
能
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
の
方
が
、
そ
の

理
由
と
し
て
は
可
能
性
が
高
い
で
あ
ろ
う
。
換

言
す
れ
ば
、
守
護
に
よ
る
領
国
支
配
の
展
開
が
、

か
つ
て
の
国
街
領
と
し
て
の
支
配
の
あ
り
方
を

破
綻
さ
せ
、
領
国
全
域
に
わ
た
る
所
領
支
配
の

再
編
成
が
な
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
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注

M
H

「
社
家
記
録
裏
文
書
」
第
一
八
四
号
(
前
注
l
)

1

「
社
家
記
録
裏
文
書
」
第
一
八
四
号
、
観
応
二
に
、
「
一
通
、
安
堵
院
宣
案
康
本
四
年
三
月
廿
日
」
と
見

年
四
月
日
、
日
吉
二
宮
彼
岸
結
衆
申
状
案
(
『
八
坂
え
て
い
る
。

神
社
記
録
』
|
『
増
補
続
史
料
大
成
』
第
四
三
1

目
前
注
目
史
料
に
、
「
一
通
、
晴
賀
法
眼
放
券
状
案

四

六

巻

)

。

貞

和

五

年

九

月

廿

六

日

」

と

見

、

え

て

い

る

。

2

『
武
生
市
史
』
資
料
編
小
字
名
一
覧
(
近
刊
予
防
前
注
目
史
料
。

定

)

。

げ

「

祇

園

社

記

」

雑

纂

第

一

、

貞

和

三

年

七

月

二

3

「
東
寺
百
合
文
書
」
ユ
、
文
永
二
年
十
一
月
日
、
日
晴
賀
法
眼
譲
状
。

若
狭
国
惣
回
数
帳
写
(
『
鎌
倉
遺
文
』
第
九
四
二
二
日
「
社
家
記
録
」
観
応
元
年
十
月
一
日
・
四
日
条
。

号

)

。

四

「

社

家

記

録

」

観

応

元

年

六

月

八

日

条

。

4

「
社
家
条
々
記
録
」
(
『
八
坂
神
社
記
録
』

)
o
m

「
社
家
記
録
」
観
応
元
年
十
月
一
日
条
。

5

「
社
家
条
々
記
録
」
。
「
祇
園
社
記
」
第
一
(
『
八
幻
「
社
家
記
録
」
観
応
元
年
十
月
四
日
条
。

坂
神
社
記
録
』

)

o

n

「
社
家
記
録
裏
文
書
」
第
一
八
四
号
。

6

『
尊
卑
分
脈
』
『
新
訂
増
補
国
史
大
系
』
。
お
佐
藤
進
一
氏
『
室
町
幕
府
守
護
制
度
の
研
究
』

7

『
八
坂
神
社
文
書
』
第
八
四
一
号
、
社
僧
系
図
。
上
、
第
四
章
。

8

「
社
家
記
録
」
康
永
二
年
九
月
九
日
条
(
『
八
坂

μ

「
社
家
記
録
」
観
応
元
年
十
月
四
日
条
。

神

社

記

録

』

)

。

お

「

社

家

記

録

」

観

応

元

年

九

月

五

日

条

。

9

前
注
8
史

料

。

お

「

社

家

記

録

」

観

応

元

年

十

月

一

日

条

。

間
山
「
祇
園
社
記
」
御
神
領
部
第
六
。
幻
「
社
家
記
録
」
観
応
元
年
十
月
二
十
五
日
条
。

日
「
社
家
記
録
」
康
永
二
年
九
月
九
日
・
十
日
条
。
お
「
社
家
記
録
裏
文
書
」
第
一
八
五
号
。

ロ
「
祇
園
社
記
」
雑
纂
第
二
。

mm

「
社
家
記
録
」
観
応
元
年
九
月
八
日
条
。

日
川
島
敏
郎
氏
「
祇
園
社
領
「
四
ヶ
保
」
の
形
成
叩
「
社
家
記
録
」
正
平
七
年
九
月
九
日
条

と
相
伝
に
つ
い
て
」
(
『
古
文
書
研
究
』
第
一
四
号
)
。
幻
沼
「
社
家
記
録
」
観
応
元
年
十
月
二
十
五
日
条
。

泉

越
前
保
と
杉
崎
三
ヶ
村

お
泊
「
社
家
記
録
」
観
応
元
年
十
一
月
六
日
条
。

お
「
社
家
記
録
」
応
安
五
年
十
一
月
十
日
条
。

お
『
八
坂
神
社
文
書
』
第
一
六
二
八
号
。

幻
『
八
坂
神
社
文
書
』
第
一
二
七
六
号
、
役
夫
工

米
奉
行
衆
国
分
注
文
。
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